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沖山仁議長の不信任決議 

  

 墨田区議会自由民主党に所属していた本区元区議会議員松本久氏による政務活動

費横領事件の真相解明と再発防止策等について、調査し対策を検討してきた「政務活

動費横領事件に関する調査特別委員会」は９月８日に調査を終了し、報告書を沖山仁

議長に提出した。 

 報告書は、同氏に対して、「法的・政治的・道義的責任が厳しく問われる」と指摘

すると同時に、「政務活動費の管理を 1人の経理責任者に任せ、有効なチェックが行

われなかったため、多額の横領を見過ごすこととなった責任は重大である」と同会派

の責任を明らかにし、「会派を代表する幹事長の管理・監督責任は重大であり、何ら

かの引責は免れない」と明記している。 

さらに、このような大事件が、５月２３日に発覚していながら、７月２１日まで同

会派が公表しなかったことについて、この２か月の間には、墨田区議会の役職を決め

る第１回墨田区議会臨時会があり、東京都議会議員選挙もあったことから、発覚した

時点で公表されていたら、議会人事も、都議選の結果も違っていたのではないかとの

指摘もある。 

この政治的・道義的責任は非常に重いものであり、特に、沖山仁議長が、この事実

を知っていながら、議会として対応しなかったことが厳しく問われる。 

 今回の横領事件は、区民の信頼を裏切り、墨田区議会の信用を著しく貶めるものと

なった。墨田区議会として、このような不祥事を二度と起こさない決意を固め、再発

防止策に全力をあげるとともに、責任をきちんととり区民の信頼回復に努めることが

強く求められている。 

横領事件があった時の同会派幹事長としての管理責任と合わせて、沖山仁議長の責

任は重大であり、議長辞職に値する。 

よって、墨田区議会は、沖山仁議長を信任しない。 

以上、決議する。 
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